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12月12日（月）まで
（10日が土曜日、11日が日曜日のため）

本年最後の給与支給日の前日まで

令和５年1月4日（水）まで
（12月末日期限は年末・年始につき
令和５年1月4日となる）

12月中の市町村条例で定める日まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和４年11月分）

②　給与所得の年末調整

③　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和４年10月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

④　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和４年９月期）
２カ月延長法人（令和４年８月期）
⑤　消費税確定申告（１カ月ごと）（10月期）
⑥　消費税確定申告（３カ月ごと）（１月、４月、７月、10月期）
⑦　法人の中間申告（半期・４月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑧　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額4,800万円超のとき　１カ月ごと（10月期を除く）
直前期年税額400万円超のとき　3カ月ごと（１月、４月、７月期）

⑨　固定資産税（都市計画税）の第３期分の納付

①　源泉所得税には復興
特別所得税の額を含む。

③～⑧　法人の事業年度
（課税期間）の終了日は
各月末日とする。

⑤、⑥　消費税課税期間の
短縮特例は適用後２年間
継続が要件である。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
等
に
関
す
る

開
示
府
令
等
改
正
案
、公
表
─
金
融
庁

法
　
　
務

去
る
11
月
７
日
、
金
融
庁
は
、「
企

業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府

令
」
等
の
改
正
案
を
公
表
し
た
。

本
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
審

議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
（
Ｗ
Ｇ
報
告
）

の
提
言
を
踏
ま
え
た
も
の
。
コ
メ
ン

ト
期
限
は
12
月
７
日
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

企
業
の
取
組
み
の
開
示

⑴　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
全
般
に
関

す
る
開
示

①　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の

「
記
載
欄
」の
新
設

開
示
府
令
を
改
正
す
る
。
有
報
等

に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

考
え
方
及
び
取
組
」
の
記
載
欄
を
新

設
し
、
次
の
内
容
を
記
載
す
る
。

・「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」・「
リ
ス
ク
管
理
」

→
必
須
記
載
事
項

・「
戦
略
」・「
指
標
及
び
目
標
」
→
重

要
性
に
応
じ
て
記
載

ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

を
有
報
等
の
他
の
箇
所
に
含
め
て
記

載
し
た
場
合
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
情
報
の
「
記
載
欄
」
で
当
該
他

の
箇
所
の
記
載
を
参
照
で
き
る
。

②　
将
来
情
報
の
記
述
と
虚
偽
記
載

の
責
任
お
よ
び
任
意
開
示
書
類
の

参
照

開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
す
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
を
は
じ
め

と
し
た
将
来
情
報
の
記
載
に
つ
い
て
、

将
来
情
報
に
関
す
る
経
営
者
の
認
識

お
よ
び
そ
の
前
提
と
な
る
事
実
や
仮

定
等
に
つ
い
て
合
理
的
な
記
載
が
さ

れ
る
場
合
等
に
は
、
そ
の
将
来
情
報

と
実
際
の
結
果
が
異
な
っ
て
も
、
た

だ
ち
に
虚
偽
記
載
の
責
任
を
負
う
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
や
取
締

役
会
等
の
活
動
状
況
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
そ
の
記
載
情
報
を
補
完
す
る

詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
、
任
意
に
公

表
し
た
他
の
書
類
を
参
照
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
。
ま

た
、
当
該
任
意
開
示
書
類
の
参
照
自

体
が
有
報
等
の
重
要
な
虚
偽
記
載
等

に
な
り
得
る
場
合
を
除
け
ば
、
単
に

任
意
開
示
書
類
の
虚
偽
を
も
っ
て
た

だ
ち
に
虚
偽
記
載
等
の
責
任
を
問
わ

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
化

す
る
。

⑵　
人
的
資
本
、多
様
性
に
関
す
る

開
示

開
示
府
令
と
開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
改
正
す
る
。
人
材
の
多
様
性
の
確

保
を
含
む
人
材
育
成
の
方
針
や
社
内

環
境
整
備
の
方
針
お
よ
び
当
該
方
針

に
関
す
る
指
標
の
内
容
等
に
つ
い

て
、
必
須
記
載
事
項
と
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
「
記
載
欄
」

の
「
戦
略
」
と
「
指
標
及
び
目
標
」

に
お
い
て
記
載
を
求
め
る
。

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法
等
に
基

づ
き
、「
女
性
管
理
職
比
率
」、「
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
」お
よ
び「
男

女
間
賃
金
格
差
」
を
公
表
し
て
い
る

会
社
お
よ
び
そ
の
連
結
子
会
社
に
対

し
て
、
こ
れ
ら
の
指
標
を
有
報
等
に

お
い
て
も
記
載
を
求
め
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
指
標
を
記
載
す

る
に
あ
た
っ
て
、
任
意
で
追
加
的
な

情
報
を
記
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
記
載

欄
の
「
指
標
及
び
目
標
」
に
お
け
る

実
績
値
に
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
記
載

は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
。

⑶　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開

示
に
お
け
る
考
え
方
お
よ
び
望
ま

し
い
開
示
に
向
け
た
取
組
み

２
０
１
９
年
３
月
に
公
表
さ
れ

た
「
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す
る
原

則
」
の
別
添
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

情
報
の
開
示
に
つ
い
て
）
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。
Ｗ
Ｇ
報
告
で
提
言
さ
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資
本
市
場
関
係
者
の
基
本
的
な

役
割
②
～
投
資
家

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

投
資
家
は
、
上
場
企
業
の
株
式
や

債
券
等
に
よ
る
運
用
を
行
う
主
体
で
、

多
く
の
人
々
か
ら
資
金
を
集
め
て
運
用

す
る
機
関
投
資
家
（
保
険
会
社
、
年

金
基
金
、
投
資
信
託
会
社
等
）
を
は

じ
め
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
個
人

投
資
家
ま
で
、
か
な
り
幅
広
い
存
在
で

あ
る
。

次
よ
り
、
巨
額
の
運
用
資
産
を
抱

え
、
企
業
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
い

機
関
投
資
家
（
資
産
運
用
会
社
）
を
前

提
に
、
そ
の
基
本
的
な
役
割
等
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

①　

魅
力
的
な
投
資
商
品
の
開
発・

販
売

機
関
投
資
家
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
投
資
商
品
（
保
険
商
品
、
投

資
信
託
等
）
を
開
発
し
、
そ
れ
を
販

売
等
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
顧
客
か
ら

巨
額
の
資
金
を
預
か
り
、
こ
れ
を
上
場

企
業
の
株
式
や
不
動
産
等
で
運
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
顧
客
の
投
資
価
値
の
最

大
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
個
人

投
資
家
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
市
場
連
動

の
運
用
成
果
が
期
待
で
き
る
投
資
商

品
（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
ド
）
が
人

気
の
よ
う
で
あ
る
が
（
た
だ
し
海
外
も

の
？
）、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
等
を
宣
伝
す
る
投
資

商
品
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
に
注
意
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。

機
関
投
資
家
は
、
多
く
の
顧
客
か

ら
資
金
を
集
め
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
企

業
に
供
給
す
る
と
い
っ
た
橋
渡
し
役
を

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
個
人
投
資
家

が
増
加
傾
向
に
あ
る
今
日
、
幅
広
い
投

資
家
層
か
ら
の
資
金
を
活
用
し
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
、
社

会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
資
金
の
流

れ
を
本
格
化
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
投
資
先
の
上
場
企
業

に
限
ら
ず
、
投
資
商
品
を
開
発
・
販

売
す
る
機
関
投
資
家
に
つ
い
て
も
、
今

後
さ
ら
な
る
開
示
内
容
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

②　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任

機
関
投
資
家
は
、
投
資
価
値
を
棄

損
さ
せ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
要
因
に
常
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
運
用
資
産
に

組
み
込
ま
れ
た
銘
柄
の
入
替
え
を
す
る

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
本
来
は
投
資
先
企

業
の
経
営
者
や
社
外
取
締
役
と
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
対
話
）
に
よ
り
、
企

業
の
経
営
方
針
や
戦
略
等
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
企
業
側
と
は
異
な
る

視
点
か
ら
の
質
問
や
新
た
な
提
案
を
す

る
こ
と
で
、
企
業
価
値
の
向
上
に
積
極

的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
行
動
は
、
企

業
価
値
の
向
上
を
通
じ
て
、
顧
客
の
投

資
価
値
の
最
大
化
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
受
託
者
と
し
て
の
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
行

動
を
伴
う
投
資
商
品（
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ン
ド
）
は
、
顧
客
に
と
っ
て
魅
力
的
で
、

資
本
市
場
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
と
い

え
る
と
し
て
も
、
そ
の
分
手
数
料
が
高

額
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
は
、

低
コ
ス
ト
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
ド
が

選
好
さ
れ
る
傾
向
も
あ
り
、
機
関
投

資
家
間
で
、
企
業
価
値
向
上
へ
の
貢
献

度
の
違
い
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
る
。

③　
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行

使株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使

は
、
株
主
の
権
利
で
あ
り
義
務
で
は
な

い
が
、
近
年
、
機
関
投
資
家
に
よ
る

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
議
決
権
行
使
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ・コ
ー

ド
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
が
顧
客
の
代

理
人
と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責

任
を
果
た
す
た
め
、
自
主
的
に
、
議

決
権
行
使
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
実
際
の
議
決
権
行
使
の

結
果
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

上
場
企
業
の
よ
う
に
、
開
示
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
最
近
の
役
員
選
任
議
案
へ
の
反
対

票
は
、
機
関
投
資
家
の
行
動
変
革
を

示
す
一
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開

示
に
つ
い
て
の
期
待
等
を
踏
ま
え
た

も
の
。
今
後
、
国
内
外
の
動
向
も
踏

ま
え
つ
つ
、
本
原
則
の
改
訂
を
行
う

予
定
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
開
示

開
示
府
令
を
改
正
し
、
次
の
記
載

を
求
め
る
。

・
取
締
役
会
や
指
名
委
員
会
・
報
酬

委
員
会
等
の
活
動
状
況
（
開
催
頻

度
、
具
体
的
な
検
討
内
容
、
出
席

状
況
）

・
内
部
監
査
の
実
効
性
（
デ
ュ
ア
ル

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
有
無
等
）

・
政
策
保
有
株
式
の
発
行
会
社
と
の

業
務
提
携
等
の
概
要

そ
の
他

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
稼
働
し
な
く

な
っ
た
際
の
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

代
替
方
法
に
よ
る
開
示
書
類
の
提
出

を
認
め
る
た
め
、「
開
示
用
電
子
情

報
処
理
組
織
に
よ
る
手
続
の
特
例
等

に
関
す
る
内
閣
府
令
」を
改
正
す
る
。

施
行
・
適
用
関
係

改
正
後
の
規
定
は
公
布
日
か
ら
施

行
す
る
予
定
。
改
正
後
の
開
示
府
令

等
の
規
定
は
、
２
０
２
３
年
３
月
31

日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係

る
有
報
等
か
ら
適
用
す
る
予
定
。

金
　
　
融

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
の
保
証
等
、

議
論
─
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

去
る
11
月
５
日
、
金
融
審
議
会
は

第
２
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ

ン
グ・
グ
ル
ー
プ
（
座
長
：
神
田
秀
樹
・

学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教

授
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

６
月
公
表
の
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報

告
」
で
示
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
開
示
に
関
し
、
さ
ら
に
検
討

す
べ
き
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、

次
の
論
点
が
示
さ
れ
、
議
論
が
行
わ

れ
た
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
を
め
ぐ

る
今
後
の
議
論

今
後
議
論
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

複
数
の
委
員
か
ら
人
材
育
成
に
つ
い

て
言
及
が
あ
り
、「
証
券
ア
ナ
リ
ス

ト
の
よ
う
な
資
格
を
作
る
の
は
ど
う

か
」
と
い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
た
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
を

め
ぐ
る
今
後
の
動
向

国
内
の
基
準
設
定
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準

の
最
終
化
を
待
た
ず
に
国
内
で
の
議
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論
を
進
め
る
べ
き
」
と
の
意
見
が
挙

が
っ
た
一
方
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
の

構
造
も
ま
だ
み
え
な
い
段
階
で
あ

り
、
そ
の
動
向
を
見
据
え
る
必
要
が

あ
る
」と
い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
具
体
的
開
示
内
容
に
つ
い

て
市
場
区
分
等
に
応
じ
て
段
階
的
な

対
応
を
取
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
作
成
者
側
の
委
員
か
ら
は
賛
意

が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
他
の
委
員
か

ら
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
趣
旨
か

ら
、
市
場
区
分
で
差
を
つ
け
る
の
は

意
味
が
な
い
」、「
海
外
の
よ
う
に
、

企
業
規
模
に
よ
っ
て
適
用
時
期
を
段

階
的
に
す
る
の
は
わ
か
る
が
、
開
示

内
容
の
差
は
つ
け
る
べ
き
で
は
な

い
」と
反
対
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
わ
が
国
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
以
外
の
開
示
基
準
（
た
と

え
ば
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
）
を
適
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
に
一
本
化
す
べ
き
」
と
の
意
見

が
あ
る
一
方
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
を
使
い
た
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
」
と
の
意
見

も
聞
か
れ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
位
置
づ
け

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
を

有
報
に
取
り
込
む
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
準
じ
て

金
商
法
上
で
位
置
づ
け
る
の
が
望
ま
し

い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
に
対
す

る
保
証
の
あ
り
方

保
証
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
事
務

局
か
ら
、
保
証
の
担
い
手
（
知
見
・

専
門
性
、
独
立
性
、
人
材
育
成
）、

保
証
の
基
準
（
国
際
的
な
基
準
と
の

整
合
性
）、
保
証
範
囲
、
保
証
水
準
、

有
報
の
記
載
欄
で
の
任
意
の
保
証
の

言
及
と
い
っ
た
論
点
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
担
い
手
は
公
認
会

計
士
の
役
割
が
大
き
い
」、「
保
証
機

関
の
品
質
確
保
の
た
め
に
許
可
制
に

し
て
は
」、「
国
際
的
な
保
証
基
準
の

議
論
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
意
見
を

発
信
す
べ
き
」、「
開
示
基
準
が
検
討

中
の
段
階
で
あ
り
、
保
証
は
中
長

期
的
課
題
で
あ
る
」、「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
の
ス
コ
ー
プ
３
は
推
定
値
と
な

る
が
、
そ
の
開
示
に
対
す
る
保
証
を

ど
こ
ま
で
す
る
か
詳
細
な
検
討
が
必

要
」、「
任
意
の
保
証
に
つ
い
て
も
一

定
の
ル
ー
ル
が
必
要
」
と
い
っ
た
意

見
が
聞
か
れ
た
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

わ
が
国
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開

示
の
段
階
的
な
拡
充
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
、
多
く
の
委
員
か
ら
賛
意
が

示
さ
れ
た
。

内
部
統
制
に
係
る
評
価
範
囲
の
記
載

が
焦
点
に
─
企
業
会
計
審
議
会
内
部
統
制
部
会

監
　
　
査

去
る
11
月
８
日
、
金
融
庁
・
企
業

会
計
審
議
会
は
、
第
23
回
内
部
統
制

部
会
（
部
会
長
：
橋
本
尚
・
青
山
学

院
大
学
大
学
院
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

前
回
審
議
（
２
０
２
２
年
11
月
10
日

号
（
№
１
６
６
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
参
照
）
を
踏
ま
え
、
内
部
統
制

報
告
制
度
の
見
直
し
の
方
向
性
に
係

る
事
務
局
案
（
図
表
）
が
示
さ
れ
、

意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

内
部
統
制
の
評
価
範
囲

特
に
⑵
の
数
値
基
準
、
三
勘
定
に

係
る
例
示
の
記
載
の
是
非
に
つ
い
て

は
、
委
員
の
な
か
で
も
意
見
が
分
か

れ
た
。
記
載
の
削
除
へ
の
反
対
意
見

と
し
て
は
、「
実
務
に
混
乱
が
生
じ

る
」、「
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い

て
は
、
意
図
的
に
リ
ス
ク
の
範
囲
を

狭
め
る
懸
念
も
あ
る
。
数
値
基
準
や

例
示
な
ど
で
客
観
的
な
根
拠
を
示
す

こ
と
も
重
要
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

た
。
一
方
で
、「
数
値
基
準
等
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
」、「
基
準
か
ら
は
削
除
し
、

必
要
に
応
じ
て
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
で
言
及

（図表）　内部統制報告制度の主な見直しの方向性（案）

⑴　内部統制の基本
的枠組み

・内部統制とガバナンスおよびERM（全社的なリスク管理）との関係の明記
・サステナビリティ情報などの非財務情報を今回は見直しの範囲には含めないものの、次の２点をどう考えるか。
ⅰ　サステナビリティについては中長期的課題と位置づけ、この点の重要性を前文で記載する。
ⅱ　内部統制の基本的枠組みのなかで、「財務報告」を非財務情報を包含する「報告」に変更する。
・経営者による内部統制の無効化、取締役会および監査役等の役割や責任などの記載、ITに係る全般統制および
業務処理統制に係る記載を充実させるために考慮すべき事項

⑵　経営者による内
部統制の評価範囲

・内部統制の「評価の範囲の決定」の記載の見直しにあたり、次の２点についてどう考えるか。
ⅰ　数値基準、三勘定に係る例示を削除し、前文等で、これらを削除した理由および今後の実務におけるこれら
の数値基準等の利用を否定するものではないことを記載する。

ⅱ　もしくは、数値基準、三勘定に係る例示を存置しつつ、リスクベースの考え方の記載を充実させる。
・監査人との協議等の記載を充実させるために考慮すべき事項

⑶　監査人による内
部統制監査

・経営者によるリスクベースの内部統制評価を促していく観点から、次の２点について、どう考えるか。
①　次の事項等の実施
ⅰ　経営者と監査人の協議の促進
ⅱ　監査人による経営者の評価範囲の妥当性検討における、財務諸表監査の監査証拠のさらなる活用
ⅲ　内部統制（監査）報告書における開示の充実（評価範囲、意見相違など）
②　監査人には、内部統制の有効性の評価の表明（いわゆるダイレクトレポーティング）も求める。

⑷　内部統制報告書
の訂正時の対応

・訂正内部統制報告書の記載事項や、前年度に開示すべき重要な不備が存在することを表明した場合の取扱い等
の明記

⑸　上記以外の個別
課題

・前回の議論において、中長期的課題として、将来的に会社法と金商法の内部統制が統合した場合の対応、訂正
報告における監査証明の取扱い等が挙げられた。これらの論点を検討する際、留意しておくべき事項はあるか。

※見直しに応じて、内部統制報告書等の記載事項を示した関係府令の改正の検討についても示された。	
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す
る
形
に
す
べ
き
」
と
し
て
、
記
載

の
削
除
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
実
務
へ
の
影
響
を
考
慮
し

つ
つ
、「
今
回
の
見
直
し
で
は
記
載
を

続
け
、
前
文
等
に
お
い
て
今
後
削
除

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
は
ど
う
か
」
と
の
案
も
聞
か
れ
た
。

そ
の
他
の
論
点

⑴
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
等
へ
の

言
及
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
理
解
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
趣
旨
な
ど
を
明

示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

非
財
務
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て

は
、
前
文
等
で
の
言
及
に
賛
成
す
る

意
見
が
あ
る
一
方
で
、「
開
示
や
監

査
の
基
準
が
検
討
さ
れ
て
い
る
な
か

で
記
載
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
」
と

懸
念
す
る
意
見
も
複
数
聞
か
れ
た
。

⑶
で
言
及
さ
れ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
反
対

も
し
く
は
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
意

見
が
大
半
で
あ
っ
た
。

⑷
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
異
論
は

聞
か
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、「
改
善

状
況
だ
け
で
は
な
く
、
訂
正
の
理
由

を
し
っ
か
り
と
説
明
さ
せ
る
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑸
に
関
し
て
は
、
課
徴
金
の
検
討

な
ど
も
今
後
の
留
意
事
項
と
し
て
提

案
さ
れ
た
。

自
己
に
割
り
当
て
た
暗
号
資
産
に
関

す
る
議
事
概
要
、公
表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
11
月
７
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
９
０
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行
・
保
有

等
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

第
４
８
９
回
親
委
員
会

（
２
０
２
２
年
11
月
10
日
号
（
№

１
６
６
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
２
０
２
３
年
度

税
制
改
正
要
望
に
関
連
し
て
、
暗
号

資
産
の
発
行
者
が
発
行
時
に
自
己
に

割
り
当
て
た
暗
号
資
産
の
会
計
上
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
質
問
へ
の
対
応

が
審
議
さ
れ
た
。

自
己
に
割
り
当
て
た
暗
号
資
産

に
つ
き
、
時
価
評
価
さ
れ
な
い
と

の
事
務
局
分
析
に
異
論
は
聞
か
れ

ず
、
そ
の
審
議
内
容
を
議
事
概

要
別
紙
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
（https://w

w
w
.

asb
.o
r.jp
/jp
/w
p
-co
n
ten
t/

uploads/20221107_490g_02.
pdf)

。

資
金
決
済
法
上
の「
電
子
決
済
手
段
」

第
１
４
９
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
11
月
10
日
号
（
№

１
６
６
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
第
１
号
電
子
決

済
手
段
の
発
行
お
よ
び
保
有
に
係
る

会
計
処
理
に
つ
い
て
、
次
の
事
務
局

案
が
示
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
。

保
有
者
に
お
い
て
、
資
産
の
認
識・

認
識
の
中
止
の
時
点
は
受
渡
日
と
し
、

原
則
と
し
て
、
券
面
額
に
基
づ
く
価

額
を
Ｂ
Ｓ
価
額
と
す
る
。
ま
た
、
取

得
価
額
と
券
面
額
が
異
な
る
場
合
に

は
、
差
額
は
当
期
の
損
益
と
し
て
計

上
す
る
。

発
行
者
に
お
い
て
、
負
債
の
認
識

お
よ
び
認
識
の
中
止
を
受
渡
日
で
行

う
。
期
末
に
お
け
る
評
価
は
、
債
務

額
を
も
っ
て
Ｂ
Ｓ
に
計
上
す
る
。

委
員
か
ら
特
段
の
意
見
は
聞
か
れ

な
か
っ
た
。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正

⑴　
借
地
権

第
１
２
２
回
リ
ー
ス
会
計
専
門
委

員
会（
２
０
２
２
年
11
月
10
日
号（
№

１
６
６
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
借
地
権
の
取
扱

い
が
審
議
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
、「
借
地
権
の
対
価

と
し
て
授
受
さ
れ
る
権
利
金
は
、
使

用
権
資
産
の
取
得
原
価
に
含
め
、
当

該
権
利
金
も
リ
ー
ス
期
間
に
わ
た
り

償
却
す
る
。
ま
た
、
改
正
リ
ー
ス
会

計
基
準
等
の
適
用
前
に
無
形
固
定
資

産
に
計
上
さ
れ
た
権
利
金
に
つ
い

て
、
経
過
措
置
を
設
け
る
」
と
す
る

案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
経
過
措
置
は
詳
細

に
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

⑵　
借
手
の
表
示・注
記

第
１
２
２
回
専
門
委
員
会
に
引
き

続
き
、
借
手
の
表
示
・
注
記
の
審
議

が
行
わ
れ
、
次
の
事
務
局
案
が
示
さ

れ
た
。

①　
注
記
事
項
に
つ
い
て
、
財
務
諸

表
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
性
質
の
類
似
す
る
項
目

ご
と
に
会
計
方
針
の
注
記
等
の
４

つ
の
項
目
に
分
類
す
る
。

②　
短
期
リ
ー
ス
の
リ
ー
ス
料
と
少

額
資
産
の
リ
ー
ス
の
リ
ー
ス
料
の

取
扱
い
を
一
部
修
正
す
る（
両
リ
ー

ス
の
リ
ー
ス
料
の
合
算
の
開
示
を

認
め
る
等
）。

委
員
か
ら
は
、「
②
の
合
算
し
た

情
報
に
有
用
性
が
あ
る
か
疑
問
」
と

い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑶　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」に
お

け
る
設
例
の
取
扱
い

第
１
２
２
回
専
門
委
員
会
に
引
き

続
き
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
『
設
例

１
―
鉄
道
車
両
』、『
設
例
５
―
ト

ラ
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
』、『
設
例
６
―

船
舶
』、『
設
例
７
―
航
空
機
』
は
採

り
入
れ
な
い
が
、
リ
ー
ス
の
識
別
に

お
け
る
指
図
権
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を

示
す
た
め
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
取

り
入
れ
る
」事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
特
段
の
意
見
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。

⑷　
リ
ー
ス
会
計
基
準
改
正
に
伴
う

他
の
基
準
の
修
正

以
前
提
案
さ
れ
た
不
動
産
流
動
化

実
務
指
針
等
の
改
正
案
を
一
部
修
正

し
た
案
が
示
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
特

段
の
意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

金
融
資
産
の
減
損

第
１
８
９
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
11
月
10
日
号
（
№

１
６
６
０
）情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）

に
引
き
続
き
、
次
の
追
加
的
な
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
た
事
項
に
つ
い
て
、

事
務
局
案
が
示
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
。

⑴　
信
用
リ
ス
ク
を
見
積
る
期
間
に

つ
い
て
、
予
想
存
続
期
間
に
関
す

る
定
め
の
例
外
と
し
て
、
１
年
未

満
の
場
合
に
は
見
積
期
間
を
１
年

と
す
る
こ
と
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
認
め
る
。

⑵　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ー
レ

イ
に
つ
い
て
特
段
の
記
載
を
行
わ

な
い
。

委
員
か
ら
は
特
段
の
反
対
意
見
は

聞
か
れ
な
か
っ
た
。
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ス
テ
ッ
プ
２
と
同
時
並
行
で
ス
テ
ッ
プ

３
も
検
討
開
始
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

第
３
号
電
子
決
済
手
段
の
取
扱
い
を

検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
　
計

去
る
11
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
９
０
回
金
融
商
品

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
金
融
資

産
の
減
損
の
会
計
基
準
の
開
発
に
関

し
、ス
テ
ッ
プ
２
で
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号

「
金
融
商
品
」
の
分
類
お
よ
び
測
定

に
関
連
す
る
論
点
等
を
引
き
続
き
検

討
す
る
が
、
効
率
的
な
開
発
を
行
う

た
め
、
ス
テ
ッ
プ
３
の
検
討
を
同
時

並
行
的
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、ス
テ
ッ

プ
２
の
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
を
選

択
し
た
銀
行
等
金
融
機
関
を
対
象

に
、
貸
付
金
以
外
へ
の
適
用
に
関
す

る
検
討
を
行
う
。

ス
テ
ッ
プ
３
の
進
め
方

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
次
の
論
点
を

検
討
す
る
。

①　
日
本
基
準
で
は
著
し
い
時
価
の

下
落
が
生
じ
た
際
に
減
損
処
理
を

行
い
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
で
は
減
損

の
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
用

さ
れ
る
金
融
資
産
（
例
：
満
期
保

有
目
的
の
債
券
、
そ
の
他
有
価
証

券
に
分
類
さ
れ
る
債
券
）

②　
日
本
基
準
で
は
債
務
保
証
引
当

金
を
計
上
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
で

は
減
損
の
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
適
用
さ
れ
る
金
融
商
品
（
例
：

金
融
保
証
契
約
）

③　
日
本
基
準
で
は
明
示
的
な
定
め

が
な
く
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
で
は
減

損
の
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適

用
さ
れ
る
金
融
商
品
（
例
：
取
消

不
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ロ
ー

ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
契
約
）

な
お
、
銀
行
等
に
お
い
て
取
扱
い

が
少
な
い
営
業
債
権
、
契
約
資
産
、

リ
ー
ス
債
権
は
、
一
般
事
業
会
社
を

対
象
と
す
る
ス
テ
ッ
プ
５
で
別
途
検

討
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
同

さ
れ
た
が
、「
ど
の
論
点
を
ど
こ
ま

で
深
く
議
論
す
る
か
は
、
適
宜
確
認

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

金
融
保
証
契
約
の
発
行
者
の
取
扱
い

⑴　
現
行
の
取
扱
い

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
で
は
、
金
融
保
証

契
約
に
つ
い
て
予
想
信
用
損
失
モ
デ

ル
を
適
用
し
、
損
失
評
価
引
当
金
を

認
識
す
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
日
本
基
準
で
は
、
適
用

範
囲
に
つ
い
て
の
定
め
は
な
い
も
の

の
、
一
般
的
に
、
債
務
者
区
分
に
基

づ
き
評
価
性
引
当
金
と
し
て
貸
倒
引

当
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

⑵　
事
務
局
提
案

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
を
そ
の
ま

ま
取
り
入
れ
た
場
合
、
金
融
保
証
契

約
の
定
義
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て

は
、
引
当
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
変
更

し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
一
般
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
予
想
信
用
損
失

を
見
積
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
当

初
認
識
以
降
は
予
想
信
用
損
失
の
金

額
と
前
受
保
証
料
の
残
高
を
比
較

し
、
い
ず
れ
か
高
い
ほ
う
を
負
債
と

し
て
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、実
務
負
担
と
し
て
は
、

次
の
２
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①　
ス
テ
ッ
プ
２
で
審
議
し
た
貸
付

金
と
同
様
の
モ
デ
ル
を
採
用
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

②　
予
想
信
用
損
失
の
金
額
と
前
受

保
証
料
の
残
高
を
比
較
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
紐

づ
け
に
係
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
シ

ス
テ
ム
対
応
が
必
要
と
な
る
。

実
際
、
専
門
委
員
か
ら
も
「
貸
倒

引
当
金
と
保
証
料
を
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
は
異
な
り
、
デ
ー
タ
の
紐
づ
け

は
実
務
上
困
難
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

単
位
の
比
較
と
す
る
な
ど
、
別
途
対

応
を
考
え
る
べ
き
」
と
の
懸
念
が
聞

か
れ
た
。

去
る
11
月
２
日
、
企
業
会
計
基

準
委
員
会
は
第
１
５
１
回
実
務
対

応
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
前

回
（
２
０
２
２
年
11
月
10
日
号
（
№

１
６
６
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
資
金
決
済
法
上

の
「
電
子
決
済
手
段
」
の
発
行
・
保

有
等
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。
前
回
の
第
１
号

電
子
決
済
手
段
に
関
す
る
審
議
を
踏

ま
え
、
第
３
号
電
子
決
済
手
段
（
特

定
信
託
受
益
権
）
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。認

識
お
よ
び
認
識
の
中
止
の
時
点

前
回
、
事
務
局
は
、
第
１
号
電
子

決
済
手
段
に
つ
い
て
、
認
識
ま
た
は

認
識
の
中
止
の
時
点
を
受
渡
日
と
し

て
定
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

第
３
号
電
子
決
済
手
段
に
つ
い
て

は
、
受
益
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な

い
場
合
の
譲
渡
の
効
力
は
、
譲
渡
人

と
譲
受
人
の
合
意
に
よ
り
生
じ
る

が
、
資
産
の
利
用
に
よ
る
便
益
を
享

受
で
き
る
時
点
は
、
第
１
号
電
子
決

済
手
段
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
事
務
局
は
、
第
３
号
電

子
決
済
手
段
の
認
識
お
よ
び
認
識
の

中
止
の
時
点
も
受
渡
日
と
し
て
定
め

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

測　
定

前
回
、
事
務
局
は
、
第
１
号
電
子

決
済
手
段
に
つ
い
て
、
価
値
の
尺
度

を
表
す
券
面
額
で
測
定
す
る
こ
と
、

ま
た
、
信
用
リ
ス
ク
に
関
す
る
取
扱

い
を
特
段
定
め
な
い
こ
と
を
提
案
し

た
。こ

の
点
、
第
３
号
電
子
決
済
手
段

は
、
次
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
送
金
・
決
済
手
段
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る

・
法
定
通
貨
と
の
価
値
の
連
動
性
が

確
保
さ
れ
、
送
金
・
決
済
手
段

の
価
値
の
安
定
を
図
る
し
く
み
と

な
っ
て
い
る

・
信
託
財
産
の
全
額
が
預
貯
金
に
よ

り
分
別
管
理
さ
れ
、
第
３
号
電
子

決
済
手
段
の
発
行
価
額
と
同
額
の

現
金
が
確
保
さ
れ
て
い
る

・
分
別
管
理
に
よ
り
信
託
財
産
の
倒

産
隔
離
が
図
ら
れ
て
い
る

以
上
か
ら
、
事
務
局
は
第
３
号
電

子
決
済
手
段
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
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貸
手
の
表
示・注
記
に
関
す
る
検
討
、

進
む
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

て
、
券
面
額
に
基
づ
く
価
額
を
貸
借

対
照
表
価
額
と
し
、
ま
た
、
取
得
価

額
と
券
面
額
が
異
な
る
場
合
に
は
、

差
額
を
当
期
の
損
益
と
し
て
計
上
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛

意
が
示
さ
れ
た
が
、「
第
３
号
電
子

決
済
手
段
の
性
質
の
判
断
に
あ
た

り
、
分
配
や
利
息
の
発
生
の
有
無
は

無
視
で
き
な
い
項
目
。
考
え
方
を
明

確
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

発
行
者
に
お
け
る
会
計
処
理

第
３
号
電
子
決
済
手
段
は
金
銭
の

信
託
で
あ
り
、
そ
の
発
行
者
は
受
託

者
で
あ
る
信
託
と
な
る
。

事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

が
公
表
し
て
き
た
会
計
基
準
等
で

は
、
信
託
に
お
け
る
受
託
者
の
具
体

的
な
会
計
処
理
に
つ
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
信
託

法
上
、
信
託
の
会
計
は
一
般
に
公
正

妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
に

従
う
も
の
と
さ
れ
、そ
の
慣
行
に
は
、

こ
れ
ま
で
定
着
し
て
い
る
信
託
会
計

の
慣
行
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
第
３
号
電
子
決
済
手
段

の
み
具
体
的
な
会
計
処
理
に
つ
い
て

特
段
定
め
な
い
こ
と
と
す
る
提
案
を

し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
特
段
の
異
論

は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

去
る
11
月
８
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
３
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

表
示
お
よ
び
注
記
（
貸
手
の
注
記

事
項
の
構
成
）

⑴　
聞
か
れ
た
意
見
に
対
す
る
事
務

局
提
案

貸
手
の
表
示
・
注
記
に
つ
い
て
、

第
４
８
６
回
親
委
員
会
お
よ
び
第

１
２
０
回
専
門
委
員
会
（
２
０
２
２

年
10
月
１
日
号
（
№
１
６
５
６
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
聞
か
れ

た
意
見
と
そ
の
対
応
方
針
が
示
さ

れ
、
検
討
さ
れ
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

①　
リ
ー
ス
債
権・
リ
ー
ス
投
資
資

産
に
重
要
な
変
動
が
あ
る
場
合
の

注
記

前
回
の
事
務
局
案
に
対
し
て
、
収

益
認
識
基
準
で
は
契
約
資
産
・
負
債

の
残
高
の
重
要
な
変
動
に
つ
い
て
定

量
的
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

リ
ー
ス
債
権
・
リ
ー
ス
投
資
資
産
に

つ
い
て
は
定
量
的
開
示
を
求
め
る
こ

と
に
関
し
て
異
論
が
聞
か
れ
て
い
た
。

再
提
案
で
は
、
収
益
認
識
基
準
と

同
様
の
定
め
と
し
、
必
ず
し
も
定
量

的
情
報
を
求
め
る
必
要
が
な
い
旨
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。

②　
リ
ー
ス
債
権・
リ
ー
ス
投
資
資

産
の
構
成
要
素
の
注
記

前
回
事
務
局
案
で
は
、
リ
ー
ス
債

権
の
構
成
要
素
（
リ
ー
ス
料
債
権
部

分
と
受
取
利
息
相
当
額
）、
リ
ー
ス

投
資
資
産
の
構
成
要
素
（
リ
ー
ス
料

債
権
部
分
、
受
取
利
息
相
当
額
お
よ

び
見
積
残
存
価
額
）
の
開
示
に
つ
い

て
、
区
別
し
て
開
示
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
賛
否
両
方
の
意
見
が
聞

か
れ
て
い
た
。

再
提
案
で
は
、
リ
ー
ス
債
権
の
期

末
残
高
が
リ
ー
ス
債
権
の
期
末
残
高

と
リ
ー
ス
投
資
資
産
の
合
計
額
に
比

し
て
重
要
性
が
乏
し
い
場
合
、
リ
ー

ス
債
権
と
リ
ー
ス
投
資
資
産
の
合
算

で
の
注
記
を
容
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
こ
の
案
が

作
成
者
企
業
の
評
価
に
プ
ラ
ス
に
な

る
な
ら
ば
、
強
く
反
対
は
し
な
い
」

と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
注
記
事
項
の
分
類

借
手
の
場
合
と
同
様
、
注
記
事
項

に
つ
い
て
、
財
務
諸
表
利
用
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
の

類
似
す
る
項
目
ご
と
に
次
の
４
つ
の

項
目
に
分
類
す
る
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
会
計
方
針
の
注
記

②　
区
分
表
示
の
定
め
に
対
す
る
補

足
情
報

③　
リ
ー
ス
特
有
の
取
引
に
関
す
る

情
報
（
変
動
リ
ー
ス
料
等
）

④　
当
期
お
よ
び
翌
期
以
降
の
リ
ー
ス

の
金
額
を
理
解
す
る
た
め
の
情
報

リ
ー
ス
基
準
改
正
に
伴
う
他
の
基

準
の
修
正

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正
に
伴
う

他
の
基
準
の
修
正
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
た
。

⑴　
賃
貸
等
不
動
産
時
価
開
示
会
計

基
準
等

企
業
会
計
基
準
20
号
「
賃
貸
等
不

動
産
の
時
価
等
の
開
示
に
関
す
る
会

計
基
準
」
等
の
改
正
に
つ
い
て
、
検

討
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
提
案
は
、
次
の
と
お
り
。

・
棚
卸
資
産
に
分
類
さ
れ
て
い
る
不

動
産
以
外
の
も
の
で
あ
り
、
賃
貸

収
益
ま
た
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ

ン
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
借
手
が

使
用
権
資
産
の
形
で
保
有
す
る
不

動
産
を
賃
貸
等
不
動
産
の
定
義
に

含
め
、
賃
貸
等
不
動
産
の
定
義
を

満
た
す
使
用
権
資
産
に
つ
い
て
、

時
価
の
注
記
を
求
め
る
。

・
使
用
権
資
産
の
時
価
算
定
に
お
い

て
は
、
リ
ー
ス
期
間
に
わ
た
っ
て

毎
月
同
額
で
あ
る
固
定
リ
ー
ス
料

の
み
で
リ
ー
ス
料
が
構
成
さ
れ
る

場
合
等
、
リ
ー
ス
負
債
の
測
定
に

必
要
な
情
報
を
基
礎
と
し
て
時
価

の
合
理
的
な
見
積
り
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
時
価
を

算
定
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
の
増
加

が
多
大
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
結
論
の
背
景
に
記
載
す
る
。

・
賃
貸
等
不
動
産
の
貸
借
対
照
表
計
上

額
お
よ
び
期
中
に
お
け
る
主
な
変

動
に
つ
い
て
は
、
所
有
資
産
と
使
用

権
資
産
を
区
分
し
て
注
記
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
対
象
の
賃

貸
等
不
動
産
の
範
囲
を
作
成
者
に
わ

か
る
よ
う
明
示
し
た
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
」と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
監
査
上
の
留

意
点
Ｑ
＆
Ａ

日
本
公
認
会
計
士
協
会
が
公
表
し

て
い
る
「
監
査
・
保
証
実
務
委
員

会
実
務
指
針
90
号
『
特
別
目
的
会

社
を
利
用
し
た
取
引
に
関
す
る
監

査
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆

Ａ
』」
を
、
第
１
２
１
回
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
10
月
10
号
（
№

１
６
５
７
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
提
案
さ
れ
た
不
動
産
流
動
化

実
務
指
針
の
改
正
と
整
合
さ
せ
る
改

正
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
特
段
の
意
見
は

聞
か
れ
な
か
っ
た
。
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2022年６月末時点の全251社の対応を調査

恒例のIFRS任意適用企業の四半期開示分析をお届けする。対象企業は、2022年6月末
時点で251社となっており、昨年調査時から19社純増（21社増、２社減）している。
IAS34号「期中財務報告」に基づき要求される「重要な事象および取引」、「その他の
開示」に関する注記の開示数や事例のほか、今回も引き続き、新型コロナウイルス感染
症の影響に関する開示状況を取り上げている。今後の実務の参考にしていただければ幸
いである。

前回調査から21社が新たに開示

本年６月までのIFRS新規任意適用の状況
年度決算、日本基準との相違点を整理

IAS34号「期中財務報告」の概要と
会計処理・注記
138社がコロナ禍関連の開示を実施

四半期報告書におけるIFRS開示状況

IFRS任意適用企業
の四半期開示分析

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士　松澤　　伸
有限責任監査法人トーマツ　公認会計士　柏村　俊夫
有限責任監査法人トーマツ　公認会計士　杉﨑　　聡
有限責任監査法人トーマツ　公認会計士　葛西　哲也

有限責任監査法人トーマツ　米国公認会計士　久松　　正

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年
11月4日

提案書「電子提供制度の実務
対応」 東京株懇

上場会社にとって喫緊の課題である電子提供制度の実務対応を取り上げ、
従来のプラクティスでは想定されない実務上の問題が多く考えられるであ
ろう、書面交付請求の実務対応と招集通知作成等の実務対応を中心に電子
提供制度のもとでの実務について検討し、その成果を提供するもの。「電子
提供制度の概要」、「書面交付請求の実務対応」、「招集通知作成等、電子提供
の実務対応」、「その他の実務対応」の章で構成され、計74問にわたるＱ＆Ａ
にて、論点ごとに端的に実務対応のあり方や留意点を示している。
https://www.kabukon.tokyo/activity/data/study/study_2022_09.pdf

―

金
　
　
融

ド
ル
高・円
安
を
強
化
す
る
パ
ウ
エ
ル

発
言

証
　
　
券

イ
ン
フ
レ
退
治
の
展
望
は
開
け
る
か
？

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
11
月
１
、２
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
を
開
催
し
声
明
文
を

発
表
し
た
。
注
目
さ
れ
た
文
言
が
、

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
の
数
回
に

わ
た
る
金
融
引
締
め
や
、
経
済
・
金

融
情
勢
を
考
慮
す
る
」
だ
っ
た
。
次

回
は
０
・
５
０
％
ポ
イ
ン
ト
幅
に
引

締
め
の
手
を
緩
め
る
の
で
は
、
と
の

ハ
ト
派
寄
り
の
思
惑
を
市
場
に
生
ん

だ
よ
う
だ
。

Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
声
明
文
公
表
直
後
か

ら
約
５
０
０
ド
ル
上
昇
し
た
が
、
そ

の
後
パ
ウ
エ
ル
議
長
の
記
者
会
見
が

始
ま
る
と
、
議
長
の
タ
カ
派
的
な
発

言
を
嫌
気
し
て
反
落
、
声
明
文
直
後

の
高
値
か
ら
約
１
、０
０
０
ド
ル
下

落
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
次
回
引
締

め
幅
を
縮
小
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
縮

小
の
議
論
は
開
始
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
た
め
だ
。
利
上
げ
を
減
速
さ
せ
る

金
利
水
準
は
極
め
て
不
透
明
で
、
前

回
の
会
合
以
降
の
デ
ー
タ
を
み
る

と
、
こ
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
、

イ
ン
フ
レ
抑
制
は
道
半
ば
で
あ
る
、

声
明
文
の
「
金
融
政
策
が
影
響
を
与

え
る
時
間
差
」
に
つ
い
て
最
近
は
短

く
な
っ
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
る
、

利
上
げ
停
止
の
議
論
は
時
期
尚
早
で

あ
る
、
と
む
し
ろ
引
締
め
姿
勢
を
強

調
す
る
発
言
に
な
っ
た
。

金
利
・
為
替
市
場
で
は
、
米
長
期

金
利
は
声
明
文
で
低
下
、
議
長
会
見

で
上
昇
、
ド
ル
／
円
相
場
は
声
明
文

で
下
落
（
円
高
）、
議
長
会
見
で
上

昇
（
円
安
）
と
い
っ
た
動
き
だ
っ
た
。

為
替
相
場
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
エ
ル

議
長
も
会
見
の
な
か
で
興
味
深
い
発

言
を
し
て
い
る
。
世
界
経
済
に
つ
い

て
質
問
に
答
え
て
い
る
部
分
で
、「
ド

ル
高
が
試
練
に
な
っ
て
い
る
国
も
あ

る
」
一
方
で
、「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン

フ
レ
抑
制
の
た
め
に
手
段
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
日
本
の
よ
う
な
対
ド
ル
で
円

安
が
急
速
に
進
ん
だ
国
は
、
輸
入
物

価
が
上
昇
す
る
試
練
が
あ
る
の
は
わ

か
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
関
係
な
く
イ

ン
フ
レ
抑
制
の
手
は
緩
め
な
い
、
と

も
聞
こ
え
る
。

主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
財
務
相
・

中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
ド
ル
高
抑
制

策
を
主
張
し
、
単
独
為
替
市
場
介
入

を
行
っ
た
日
本
へ
の
け
ん
制
と
も
取

れ
る
発
言
だ
。
パ
ウ
エ
ル
議
長
発
言

で
当
面
の
ド
ル
高
・
円
安
が
む
し
ろ

強
化
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。

11
月
上
旬
、ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
、
株
式
市
場

を
取
り
巻
く
政
治
情
勢
に
関
心
が
高

ま
っ
た
。
中
間
選
挙
は
事
前
予
想
で

は
共
和
党
優
勢
と
い
う
評
判
だ
っ
た

が
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、
与
党

民
主
党
の
善
戦
が
目
立
ち
、
歴
史
的

に
ウ
ォ
ー
ル
街
が
支
持
し
て
き
た
共

和
党
は
予
想
外
の
苦
戦
と
い
う
評
価

に
な
っ
た
よ
う
だ
。

中
間
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
米

株
式
市
場
は
、
開
票
当
日
に
は
株
価

下
落
で
応
じ
た
。米
市
場
に
続
い
て
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
ア

ジ
ア
主
要
国
の
株
価
も
一
斉
に
下
げ

た
。し

か
し
、
冷
静
に
み
る
と
、
株
式

市
場
が
気
に
す
る
経
済
政
策
・
政
策

ス
タ
ン
ス
で
は
現
在
、
バ
イ
デ
ン
大

統
領
と
野
党
共
和
党
と
の
差
は
あ
ま

り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う

よ
り
、
歴
史
的
な
高
イ
ン
フ
レ
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
米
経
済
の
現
状
で

は
、
差
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
の
で

あ
る
。

イ
ン
フ
レ
抑
制
に
向
け
た
手
段
と

し
て
、米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）の
金
融
政
策
が
重
要
と
な
る
。

加
え
て
、
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
む
一
般

国
民
の
救
済
、
負
担
軽
減
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
出
動
を
図
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

米
以
外
の
主
要
国
も
高
イ
ン
フ
レ

に
悩
ん
で
い
る
が
、
イ
ン
フ
レ
が
加

速
す
る
要
因
と
な
っ
た
の
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
あ
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
・

資
源
大
国
ロ
シ
ア
に
対
す
る
欧
米
諸

国
に
よ
る
経
済
制
裁
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
各
種
資
源
の
需
給
逼
迫
を
深

刻
化
さ
せ
、
価
格
高
騰
、
イ
ン
フ
レ

昂
進
を
も
た
ら
し
た
。

侵
攻
開
始
か
ら
８
カ
月
が
過
ぎ
た

が
、
ロ
シ
ア
の
苦
戦
、
侵
略
さ
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
攻
が
目
立
っ
て
き

た
。
米
中
間
選
挙
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
ロ
シ
ア
の
戦
略
転
換
（
占
領
し

た
拠
点
都
市
ヘ
ル
ソ
ン
か
ら
の
撤

退
）
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
戦
争

の
大
き
な
転
機
と
な
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。

は
た
し
て
こ
れ
が
戦
争
終
結
へ
つ
な

が
る
の
か
、
も
ち
ろ
ん
楽
観
は
で
き

な
い
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
先
行
き
の

明
る
さ
に
期
待
す
る
声
も
あ
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
手
腕
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
転
機
は
、
と
も
に
世

界
の
懸
念
要
素
で
あ
る
イ
ン
フ
レ
の

改
善
に
つ
な
が
り
得
る
も
の
だ
。
期

待
し
て
見
守
り
た
い
。


